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チームＡ ２２ － ３５ チームＢ

２１ － ３１

２０ － ２３

１９ － ３０

＜スタート＞　川西クラブ：　④高橋　⑤手塚　⑨兵藤　⑪橋本　⑫青木

　　　　　　　吹浦クラブ：　⑤相馬　⑦齋藤　⑧大井　⑨阿部　⑬金野

　ディフェンスは川西マンツーマン、吹浦２－３ゾーン。立ち上がりから吹浦が足を活か

して得点すれば川西も外からのシュートで対抗、３分１１－１１と互角。ここから吹浦は

⑤が連続得点し１１－１７とするも川西も⑪の３連続得点で６分１７－１７と譲らない。

しかしこの後、外からのシュートが決まらない川西に対し、吹浦がディフェンス・リバウ

ンドからの速攻や早い仕掛けのオフェンスで全員が得点し、９分１９－２９と一気に差を

広げる。川西も時折⑪が得点するも、２２－３５で１Ｑを終了。

　２Ｑ立ち上がり川西④の３Ｐなどで２７－３７と追い上げるが、吹浦も⑨や⑦が各々連

続得点し、３分２７－４４と逆に差を広げる。ここで川西はタイムアウトをとるが、吹浦

の勢いは止まらず５分には⑧の３Ｐで３４－５４と差を２０点とする。その後双方が入れ

合うが、終了間際吹浦は足を活かして連続得点し４３－６６と差を広げて前半終了。

　後半も立ち上がりから吹浦のペース。⑬の得点（カウント１スロー）などで４３－６９

と吹浦リードが続く。３分ようやく川西⑨、⑫の連続３Ｐで５１－７１と追い上げるが、

吹浦は⑦の連続得点、⑤の１対１などでまたも差を広げ、７分には５３－８３。この後川

西⑫と吹浦⑧がそれぞれ連続３Ｐを決めるなど互いに得点して６３－８９で３Ｑを終了。

　４Ｑの立ち上がりも吹浦の足は止まらず、⑨、⑤、⑦が連続得点、川西も時折⑧や⑫の

３Ｐで応酬するが、２分６３－９７、４分７１－１０６、７分７４－１１３と吹浦の大量

リードが続く。結局吹浦はスタート全員が２ケタ得点し、８２－１１９で試合終了。

　高さでは他チームに劣り、長身のセンター・プレイヤーを擁しない吹浦であったが、粘

り強いディフェンスで力のある川西オフェンス陣に対抗、また⑨と⑤のガード陣を中心に

チーム全員が走るバスケットで相手の持ち味を封じた会心の勝利であった。吹浦クラブは

初優勝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県クラブ連盟　本間研志）
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川西クラブ ８２ 吹浦クラブ１１９
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